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更更更更更更更更なるなるなるなるなるなるなるなる考察考察考察考察考察考察考察考察        

�� 対話対話→→ひとりごとでのひとりごとでの思考思考→→発声発声をを抑抑えるえる→→
黙考黙考    

�� 仮想的身体運動仮想的身体運動としてのとしての想像想像（（月本月本））  

�� 黙考黙考がが出来出来ないときにひとりごとがないときにひとりごとが発生発生するする。。  

�� ひとりごとのひとりごとの条件条件はは発声発声をを抑抑えることができえることができ
ないない状況状況をを表表しているしている。。  
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言語間言語間言語間言語間言語間言語間言語間言語間のののののののの相違相違相違相違相違相違相違相違ＩＩＩＩＩＩＩＩ        

�� 聞聞きき手目当手目当てのてのモダリティモダリティがが頻繁頻繁にに用用いられるいられる言語言語
ではでは聞聞きき手目当手目当てのてのモダリティモダリティをを落落とせばとせば、、スティグスティグ
ママからから逃逃れることがれることが出来出来るる。（。（日本語日本語、、中国語中国語、、韓国韓国
語語））  

�� 聞聞きき手目当手目当てのてのモダリティモダリティがが存在存在するがするが、、それほどそれほど
頻繁頻繁ではないではない言語言語ではでは聞聞きき手目当手目当てのてのモダリティモダリティをを
落落としてもとしても、、聞聞きき手手にに向向かってかって話話しているしている可能性可能性がが
あるのであるので、、ひとりごとはひとりごとは間投詞間投詞などなど感情感情のの放出放出がが強強
いい表現表現にに限限られるられる。（。（英語以外英語以外ののゲルマンゲルマン語語））  
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言語間言語間言語間言語間言語間言語間言語間言語間のののののののの相違相違相違相違相違相違相違相違ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ        

�� 聞聞きき手目当手目当てのてのモダリティモダリティをを持持たないたない言語言語でで
はは聞聞きき手目当手目当てのてのモダリティモダリティをを落落としてひとりとしてひとり
ごとにごとに対対するするスティグマスティグマをを逃逃れることがれることが出来出来なな
いのでいので、、形形のの整整ったった表現表現はひとりごとではひとりごとで言言ええ
ずず、、抑抑えることができないえることができない間投詞間投詞などのなどの表現表現
のみがひとりごとでのみがひとりごとで使使えるえる。（。（英語英語、、ロシアロシア語語））  
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ひとりごとのひとりごとのひとりごとのひとりごとのひとりごとのひとりごとのひとりごとのひとりごとの研究研究研究研究研究研究研究研究のののののののの意味意味意味意味意味意味意味意味        

�� マージナルマージナルにに見見えるえる現象現象でもでも理論的理論的にに考考えればえれば、、ささ
まざまなことがまざまなことが見見えてくるえてくる。。  

�� 先行研究先行研究におけるにおける観察観察をを理論的枠組理論的枠組みにみに入入れてれて考考
えることでなぜそのようなえることでなぜそのような現象現象がが観察観察されたかがされたかが明明
らかになってくるらかになってくる。。  

�� 細細かいかい現象現象のの観察観察とと大大きなきな理論的枠組理論的枠組みとのみとの連携連携
がが重要重要であるである。。  

�� 語法研究的語法研究的なな細細かいかい観察観察とと大大きなきな理論的枠組理論的枠組みとみと
のの間間にに往往々々にしてにして乖離乖離がありがあり、、研究者間研究者間ののディスコディスコ
ミュニケーションミュニケーションがが生生じているじている。。  
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